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⼤野⼀雄アーカイヴとは

• 1990年代半ばに活動を開始
• 舞踏家⼤野⼀雄と⼤野慶⼈の資料
を中⼼に、約25,000点を収集整理

• 2016年からはNPO法⼈ダンスアー
カイヴ構想が管理運営を担う
• 現在は、舞踏に限らず20世紀以降
の国内外のダンスに範囲を広げて
収集・記録を⾏う

「ラ・アルヘンチーナ頌」（1977） 撮影：池上直哉



デジタルアーカイヴシステムの開発
• 2017年度より3年間、公益財団法⼈東京都歴史⽂化財団アーツカウンシル東京の⻑期
助成を獲得。

• 株式会社ヒトヒトプロモーションと共同でデジタルアーカイヴシステムを開発。
• 2020年10⽉16⽇に試験版を公開。

▼閲覧は以下URLより▼
http://www.dance-archive.net/jp/archive/



開発の背景
⽇本のダンスアーカイヴの課題
1. 個⼈や⼩規模団体が資料を保管している場合が少なくない点。
2. システムの共有性に⽋けていた点。
3. 近現代のダンスを横断的に扱うアーカイヴの構築が実現されていない
点。

先⾏事例：
• 独⽴⾏政法⼈⽇本芸術⽂化振興会「⽂化デジタルライブラリー」
• 早稲⽥⼤学坪内博⼠記念演劇博物館
• 慶應義塾⼤学アート・センター
• 昭和⾳楽⼤学バレエ研究所「バレエアーカイブ」
• 公益社団法⼈⽇本バレエ協会「舞踊年鑑公演データベース」



開発の⽬的

デジタルアーカイヴシステムの積極的な公開・共有により：
•個別のアーカイヴ活動の後押し
•横断的なネットワークの構築

将来的に複数の個⼈・団体でシステムを共有することを視野に、
汎⽤性の⾼いアーカイヴシステムを開発



本アーカイヴシステムの特⾊

舞台芸術に特化したIIIF対応のデジタルアーカイヴCMS

•柔軟性の⾼い分類⽅法
• CMS化による相互参照の容易化
•汎⽤性の⾼いミニマムなメタデータ



【特⾊１】柔軟性の⾼い分類⽅法



【特⾊２】CMS化による相互参照の容易化

写真ページで関連する作品名を登録
↓
作品ページのサムネイル画像候補に⾃動表⽰



関連コンテンツを⾃動表⽰
• 関連⼈物・組織
• 関連作品・イベント
• 関連資料



【特⾊３】汎⽤性の⾼いメタデータ



⾮専⾨家でも使いやすいインタフェイス

ふたつの検索⽅法

• キーワードで探す
⾃由なキーワードを⼊⼒する横断検索

• カテゴリで探す
カテゴリごとの絞り込み検索

➡⼀つのコンテンツにアクセス
するための道筋を複数作る



⼤野⼀雄「わたしのお⺟さん」

⼈物情報から探す ポスターから探す 写真から探す



⼈物情報から探す



ポスターから探す



写真から探す



現在進⾏形のプロジェクトとの連動

アーカイヴ資料を引⽤して記事作成

➡資料に新たな光を当て、死蔵化を防ぐ





おわりに

•デジタルアーカイヴシステムの共有による、運営・資⾦⾯の脆
弱さから公開性への課題を抱える運営主体の⽀援

•汎⽤性の⾼いフォーマットの整備と提供による、アーカイヴ活
動の促進とネットワークの構築

資源の公共性を⾼め、舞踊⽂化の継承と創造に積極的に寄与する
横断的なアーカイヴの実現を⽬指す



http://www.dance-archive.net/


